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川崎大師ロータリークラブ　週報川崎大師ロータリークラブ　週報

ゲストの紹介

　川崎大師ＲＣ　会長　須山　文夫会員

国際ロータリー第2590地区　地区幹事　鈴木慎二郎様

クラブ三役紹介

川崎大師ＲＣ　副会長　星野　祐治会員

●司　会

　川崎大師ＲＣ　ＳＡＡ　小林　勇次会員

●開会宣言と点鐘

　川崎大師ＲＣ　会長　須山　文夫会員

●「奉仕の理想」斉唱

　川崎大師ＲＣ　ソングリーダー　伊藤　佳子会員
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会長報告

　川崎中央ＲＣ　会長　石川三枝子会員

　川崎マリーンＲＣ　会長　福嶋　安行会員

　川崎大師ＲＣ　会長　須山　文夫会員

幹事報告　

　川崎中央ＲＣ　幹事　山口　幸太会員

　川崎マリーンＲＣ　幹事　河口　武生会員 

　川崎大師ＲＣ　幹事　八尋　匡彦会員

出席報告

　川崎中央ＲＣ　出席委員長　川島　光会員

　川崎マリーンＲＣ　出席委員長　中條　藝立会員

　川崎大師ＲＣ　出席委員長　沼田　直輝会員

メイクアップ

林　鶴会員

閉会の宣言と点鐘

　川崎マリーンＲＣ　会長　福嶋　安行会員

本日は、川崎日航ホテルにて毎年恒例の「３クラブ合同

親睦夜間移動例会」です。第一部の式典につづき、第二

部からは懇親会です。

まずは、国際ロータリー第2590地区　第１グループガバ

ナー補佐　牛山裕子会員の乾杯でスタートです。
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アトラクションとして、昨年の家族会でお呼びした　　

津軽三味線演奏「北村姉妹」に登場いただきました。

岩井会員は「北村姉妹」のＣＤを沢山買ったので、特別

に撮影を許されました。

遠藤PPも沢山買いました。

須山会長も

猪狩エレクトも

星野副会長も

購入された方の写真の並び順に他意はございません。

あくまでも撮影に並ばれた順番です。
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最後に撮影会に臨んだのは、八尋幹事でした。

出演者へのお礼を川崎中央ＲＣの石川三枝子会長に、そ

して、締めのご挨拶を川崎マリーンＲＣの山﨑美津夫会

長エレクトにいただき、「３クラブ合同親睦夜間移動例

会」は終了となりました。

なお、ニコニコは、出席された皆様から一律1,000円、

合計24,000円でした。　　　　

船山　佳則／布川　浩／秦　琢ニ
クラブ
会　報
委員会

日　時：２０１９年１２月１１日㈬は
　　　　通常例会です。

卓話者：東京紀尾井町ロータリークラブ
　　　　垣見 裕司 様

卓　話：「私の職業奉仕
　　　　　難解な職業奉仕をシンプルに考える」


